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論点整理「リース会計に関する論点の整理」に対するコメント 

 

平成 22 年 12 月 27 日付で公開されている論点整理「リース会計に関する論点の整理」について

の当社意見は下記の通りであります。 

 

当社におけるファイナンスリース契約については、多様な物件が対象となっているものの、一件

毎には比較的少額の契約となっています。 

現行のリース会計基準には重要性の乏しいリース資産に関する規定があり、また金額重要性の明

確なガイドラインがあります。これらにより、我々の会計処理は簡便化が図られており、実務上

の負担についても相応に軽減されているものと考えています。 

 

従って重要性の乏しいリース資産や短期リースについては、より簡便な処理が望ましく、可能な

限り、現行基準と同等な会計処理を引き続き容認すべきであると考えます。 

 

また、論点整理は全体的に複雑で見積もりの要素が多く、例えば更新オプション期間を見積った

としても、多数のリース契約を有している場合には、その見積りの妥当性を客観的に示すことは

実務的に不可能と考えられ、必然的に見積もりの精度が低く、却って財務諸表の信頼性を損なう

のではないかと考えますし、監査に耐え得るのかという疑問が有ります。 

 

以上、論点整理においては、より慎重に考察の上、実務に則した処理を念頭に進めて頂くようお

願いします。 

 

以 上 


